
（1） 2023年11月29日発行 大　田　工　連 第399号

古紙パルプ配合の再生紙を使用

発行所
東京都大田区南蒲田１－２０－２０
電話（3737）0797・FAX（3737）0799
一 般 社 団 法 人 大 田 工 業 連 合 会
発 行 人 会 長 広 瀬 安 宏
E-mail：office@ootakoren.com
ホームページ：https://ootakoren.com
印刷所
東 京都大田区大森西４－６－１３
電 話（ 3 7 6 6 ） 1 7 1 1
株 式 会 社  気 生 堂 印 刷 所

No.389　令和5年3月28日

おおたこうれん
No.399　令和 5 年11月29日

おおたこうれん

大田工連青年部×六郷工科高等学校
4年ぶりマッチングセッションOTA開催

鉄板で作る焼きそばは迫力満点

説明に聞き入る六郷工科高等学校の生徒たち

大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議

会
と
六
郷
工
科
高
等
学
校
、
大
田
区
、

大
田
区
産
業
振
興
協
会
は
９
月
５
日
、

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
P
i
O
4
階
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、「
マ
ッ
チ
ン
グ

セ
ッ
シ
ョ
ン
O
T
A
２
０
２
３
」
を
開

催
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
田
区
の
モ

ノ
づ
く
り
企
業
が
ブ
ー
ス
を
並
べ
、
そ

こ
に
六
郷
工
科
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

が
訪
問
。
両
者
の
交
流
に
よ
り
、
学
生

の
学
び
や
就
職
支
援
を
目
指
す
も
の
だ
。

２
０
１
９
年
に
第
一
回
目
が
開
か
れ
た

が
、
以
後
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中
止

が
続
き
、
４
年
ぶ
り
の
二
回
目
と
な
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た
り
六
郷

工
科
高
等
学
校
の
千
葉
政
英
副
校
長
は

「
１
社
で
も
多
く
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
て
下

さ
い
。
地
元
の
企
業
を
学
び
、
自
分
の

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
た
。
青

年
部
の
奥
山
隆
行
副
委
員
長
（
日
新
電

気
社
長
）
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ

ン
O
T
A
に
よ
う
こ
そ
。
中
小
企
業
経

営
者
の
生
の
声
を
聞
い
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
盛

り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

出
展
し
た
の
は
ア
ク
ス
モ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
（
株
）、（
株
）
伊
和
起
ゲ
ー
ジ
、（
株
）

上
田
製
作
所
、（
有
）
内
山
研
磨
工
業
所
、

大
森
精
密
工
業
（
株
）、（
株
）
菊
和
製

作
所
、（
有
）
岸
本
工
業
、（
株
）
極
東

精
機
製
作
所
、（
株
）
昭
和
製
作
所
、（
株
）

泰
信
製
作
所
、
大
成
工
業
（
株
）、（
株
）

辰
美
製
作
所
、（
有
）
東
蒲
機
器
製
作
所
、

ト
キ
ワ
精
機
（
株
）、
新
妻
精
機
（
株
）、

日
新
電
気
（
株
）、（
株
）
松
浦
製
作
所
、

（
株
）
松
尾
工
業
所
、（
株
）
マ
ッ
ク
ス
、

ム
ソ
ー
工
業
（
株
）
の
20
社
。

各
社
は
、
高
校
生
が
事
業
内
容
を
理

解
で
き
楽
し
め
る
よ
う
ブ
ー
ス
展
示
を

工
夫
し
て
い
た
。
大
成
工
業
の
千
葉
三

喜
社
長
は
、
自
動
調
整
弁
を
分
解
し
な

が
ら
構
造
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。「
採

用
に
つ
な
が
る
と
い
う
よ
り
、
学
生
に

モ
ノ
づ
く
り
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
心
が
け
た
」（
千
葉
社
長
）。　

　
松
浦
製
作
所
の
松
浦
貴
之
社
長
は
精

密
加
工
し
た
サ
ン
プ
ル
を
並
べ
「
当
社

の
仕
事
は
一
品
モ
ノ
が
多
く
、
毎
日
違

う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
飽
き
っ
ぽ
い

人
に
向
い
て
い
る
仕
事
で
す
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
ど
の
ブ
ー
ス
も
人
だ
か
り
が
で

き
、説
明
す
る
社
長
た
ち
も
熱
が
入
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン
科
の

生
徒
は
、「
デ
ザ
イ
ン
的
な
仕
事
も
あ
り

菊
和
製
作
所
の
ブ
ー
ス
が
面
白
か
っ
た
」

と
コ
メ
ン
ト
。
東
蒲
機
器
製
作
所
の
ブ
ー

ス
を
訪
れ
た
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
科
の
生

徒
は
「
旋
盤
の
加
工
精
度
が
す
ご
い
。
高

校
の
授
業
で
や
る
の
と
レ
ベ
ル
が
違
う
」

と
唸
っ
た
。「
普
段
目
に
し
な
い
モ
ノ
づ

く
り
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
る
生
徒
も
い
た
。

絶
好
の
秋
晴
れ
の
な
か
、
O
T
A
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
11
月
4
日
、
5
日
、

開
催
さ
れ
た
。
見
上
げ
れ
ば
視
界
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
青
空
。
最
高
気
温
26
度

と
い
う
、
夏
模
様
の
も
と
、
大
田
工
業

連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
も
出
店
し
、

焼
き
そ
ば
や
ビ
ー
ル
を
販
売
。
イ
ベ
ン

ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
鈴

木
晶
雅
区
長
は
、「
O
T
A
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
は
大
田
区
が
誇
る
文
化
で
あ

る
。
多
く
の
区
民
が
訪
れ
、
交
流
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
浜
急
行
平
和
島

駅
か
ら
徒
歩
15
分
に
あ
る
「
大
森
ふ
る

さ
と
の
浜
辺
公
園
」、「
平
和
の
森
公
園
」、

「
平
和
島
公
園
」
の
3
カ
所
で
開
催
し
た
。

青
年
部
が
出
展
し
た
の
は
、
平
和
の
森

公
園
「
緑
の
エ
リ
ア
」。
青
年
部
の
企
業

が
総
出
で
、
焼
き
そ
ば
や
生
ビ
ー
ル
、

釜
揚
げ
う
ど
ん
に
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、
か

き
氷
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
を
販
売

し
た
。
ど
の
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
た
が
、
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷

の
人
気
が
高
く
、
品
切
れ
に
な
る
場
面

も
見
ら
れ
た
。

同
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
子
供
は
「
焼
き

そ
ば
と
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
が
美
味
し
か
っ

た
。
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の
上
に
コ
ア
ラ
の

マ
ー
チ
が
乗
っ
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

青
年
部
ブ
ー
ス
以
外
で
は
、
海
老
釣

り
や
輪
投
げ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
盛
り
上
が
っ
た
。
訪
れ
た
多
く
の
区

民
に
と
っ
て
、
楽
し
い
秋
の
思
い
出
と

な
っ
た
。

令
和
5
年
度 

大
田
区
団
体
役
員
功
労
賞
受
賞
者

当
会
よ
り
2
名
の
役
員
の
方
の
受
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
瀬　
安
宏 

会
長

 

（一
社
）大
田
工
業
連
合
会

望
月　
直
人 

副
会
長

 

（一
社
）大
田
工
業
連
合
会

令
和
5
年
度 

優
良
従
業
員
表
彰
受
賞
者

10
月
30
日（
月
）開
催
の
当
会
正
副
会
長
会

に
お
い
て
左
記
5
名
の
方
の
受
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
池　
武
恒 

株
式
会
社
小
池
製
作
所 

 

蒲
田
工
業
協
会

小
池　
静
子 

株
式
会
社
小
池
製
作
所 

 

蒲
田
工
業
協
会

小
池　
英
二 

株
式
会
社
小
池
製
作
所 

 

蒲
田
工
業
協
会　

飛
田　
征
寛 

株
式
会
社
三
桂
製
作
所 

 

蒲
田
工
業
協
会

福
井　
貴
治 

ト
キ
ワ
精
機
株
式
会
社 

 

（
一
社
）大
森
工
場
協
会

千葉副校長

Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

青
年
部
ブ
ー
ス
盛
況

奥山副委員長
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大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
東
京
都

立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
校
は
10
月
13

日
、
同
校
多
目
的
室
で
中
小
企
業
経
営
者
と
同
校
生

徒
に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し
た
。
も
の
づ
く
り
エ
ン

ジ
ニ
ア
科
、
３
Ｄ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
科
、
デ
ジ
タ

ル
ク
ラ
フ
ト
科
の
生
徒
、
合
計
41
人
が
参
加
。
モ
ノ

づ
く
り
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
人
物
像
に
つ
い

て
、
経
営
者
の
生
の
声
を
聞
い
た
。

 　
工
連
青
年
部
か
ら
の
出
席
者
は
、（
有
）
川
内
商

工
社
長
の
福
元
雅
治
委
員
長
、
日
新
電
気
（
株
）
の

奥
山
隆
行
社
長
、（
株
）
極
東
精
機
製
作
所
の
鈴
木

亮
介
社
長
、ム
ソ
ー
工
業
（
株
）
の
尾
針
徹
治
社
長
、

（
有
）
柳
井
熔
接
工
業
所
の
柳
井
宏
和
専
務
、
新
妻

精
機
（
株
）
の
高
木
政
勝
統
括
部
長
。

　
会
の
冒
頭
、
都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

大
田
校
の
中
村
陽
文
統
括
課
長
代
理
は
「
本
日
は
大

田
工
連
に
所
属
す
る
経
営
者
の
方
々
に
来
て
頂
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
就
職
に
つ
な
が
る
話
を
ひ
と
つ
で

も
聞
か
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
生
徒
に
呼

び
か
け
た
。

 　
交
流
会
は
各
社
の
自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
福

元
委
員
長
は
「
機
械
工
具
、
工
作
機
械
の
商
社
」
奥

山
社
長
は
「
ロ
ッ
ト
一
個
か
ら
の
樹
脂
の
切
削
加

工
」、
鈴
木
社
長
は
「
金
属
の
切
削
加
工
メ
イ
ン
で
、

美
顔
器
も
開
発
・
販
売
」、
尾
針
社
長
は
「
材
料
の

特
性
を
調
べ
る
試
験
片
の
受
託
加
工
」、
柳
井
専
務

は
「
溶
接
と
ロ
ウ
付
け
の
仕
事
」、
高
木
統
括
部
長

は
「
試
作
専
門
の
精
密
部
品
加
工
」
と
述
べ
た
。

　　
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
人
物
像
に
つ

い
て
、と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
い
各
者
は
持
論
を
展
開
。

　
「
少
人
数
の
会
社
な
の
で
連
携
が
重
要
。
う
ち
の

会
社
に
馴
染
め
る
人
に
来
て
ほ
し
い
」（
奥
山
社
長
）

　
「
探
究
心
が
大
事
。
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
挑
戦

す
る
人
材
を
評
価
し
て
い
ま
す
」（
鈴
木
社
長
）

　
「
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
の
人
。
当
社
の
仕
事
は
一
品
モ

ノ
が
多
く
、
や
る
こ
と
は
毎
日
違
う
。
新
し
い
仕
事

に
新
鮮
味
を
感
じ
て
く
れ
る
人
で
す
」（
尾
針
社
長
）

　
「
当
社
は
自
動
車
関
係
な
の
で
、
同
じ
仕
事
が
多

い
。
溶
接
は
技
術
者
の
腕
が
頼
り
な
の
で
、
同
じ
仕

事
を
続
け
つ
つ
少
し
ず
つ
腕
を
磨
く
人
を
求
め
て
い

ま
す
」（
柳
井
専
務
）

　
「
難
し
い
仕
事
に
直
面
し
た
時
に
、
す
ぐ
諦
め
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
と
前

向
き
に
考
え
る
人
。パ
ズ
ル
を
組
み
立
て
る
よ
う
に
、

製
造
工
程
を
考
え
る
人
は
あ
り
が
た
い
で
す
」（
高

木
統
括
部
長
）

 　
日
々
モ
ノ
づ
く
り
を
学
ん
で
い
る
城
南
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
で
も
、
中
小
企
業
経
営
者
の

本
音
を
聞
け
る
場
面
は
多
く
な
い
。
若
き
経
営
者
と

未
来
の
職
人
の
交
流
は
、
各
社
・
各
人
の
発
展
の
た

め
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
近
年
「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」
と
呼
ば
れ
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
警
察
庁
発
表
の
被
害
件

数
は
、
今
年
上
半
期
で
前
年
同
期
比
25
％
以
上
増
え

て
お
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
は
、
名
前
の
通
り
サ

イ
バ
ー
攻
撃
と
い
う
よ
り
も
詐
欺
に
近
い
手
口
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
詐

欺
が
行
わ
れ
る
か
理
解
す
る
こ
と
が
、
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
の
近
道
で
す
。

 　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
る
と
き
、
突
然
「
あ

な
た
の
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し

た
！
」
と
い
う
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

が
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
の
始
ま
り
で
す
。
警
告
に
は
「
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
の
で
、
修
理
の
た
め
に
す

ぐ
に
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
等
を
騙
る
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の

電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
し
ま
う
と
、「
修
理
す

る
の
で
修
理
費
用
と
し
て
お
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
」
や
、「
調
査
す
る
の
で
こ
の
ツ
ー
ル
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
、
言
葉
巧
み
に
詐
欺
を
は
た
ら
こ
う
と
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
実
際
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
修
理
費
用
を
支
払
っ
て
も
騙
し
取

ら
れ
る
だ
け
で
す
。
し
か
も
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
勧
め

ら
れ
る
ツ
ー
ル
こ
そ
が
ウ
イ
ル
ス
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ツ
ー
ル
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
う
と
、
情

報
漏
洩
や
デ
ー
タ
破
壊
等
の
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

 　
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、ま
ず
は「
サ

ポ
ー
ト
詐
欺
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
従
業
員
に
周
知

し
、
急
に
出
て
く
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
警
告
画
面
の

電
話
番
号
に
は
電
話
を
か
け
な
い
よ
う
に
徹
底
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
る
等

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
社
内
的
に
連
絡

先
や
担
当
者
を
決
め
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

頼
る
こ
と
が
で
き
る
先
を
作
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
な
お
、
偽
の
警
告
画
面
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
閉
じ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
再
起
動
し

た
り
す
る
こ
と
で
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
慌

て
ず
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

 

【
当
会
会
員
企
業
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
状
況
】

　
会
員
企
業
約
30
社
で
利
用
し
て
い
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
検
知
状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
不
正
通
信
数
は
、
昨
年
末
か
ら
１
万
件
弱
と
高

い
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
実
際
に
こ
こ
半
年
は
ご

利
用
の
パ
ソ
コ
ン
上
へ
の
ウ
イ
ル
ス
着
弾
を
検
知
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」
に
つ
い
て

も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く
こ

と
で
、
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
偽
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
ら
れ
る
際
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
、

ウ
イ
ル
ス
イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
に
検
知
し
た
り
と
、
従

業
員
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
依
存
し
な
い
多
層
的
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
実
現
可
能
と
な
り
ま
す
の

で
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
最
新
デ
ー
タ

〈〈〈〈 

そ
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
は
〞ホ
ン
モ
ノ
〞で
す
か
？ 

〉〉〉〉

サイバー攻撃件数の推移

Ｐ
Ｃ
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

Ｎ
W
で
の
不
正
通
信
遮
断
数

でのウイルス検知数 での不正通信遮断数
7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月 9月8月7月
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ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催します
　大田区では、令和６年１月１９日（金）午前10時から大田区役所本庁
舎にて、企業向けワーク・ライフ・バランスセミナーを開催します。
　区内で活躍されている社会保険労務士を講師にお迎えして、『治療
と仕事の両立支援セミナー～治療を受けながら仕事を続ける従業員の
ために会社ができること～』をテーマに、就労に不安を感じる従業員が
安心して働くことができ、企業が人材を失わずに済むヒントなどについ

てお話いただきます。
　申込方法や参加方法などは、区のホームページやチラシなどでお知
らせしていきます。ぜひご参加ください。

大田区 総務部 人権・男女平等推進課
　　　　電話　03－5744－1610

大田工連青年部、
城南職業能力開発センター
大田校の
生徒と交流

モノづくりの現場で求められる人物像について語る社長たち
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大
田
区
加
工
技
術
展

嵐
の
中
で
、技
術
輝
く

嵐
の
中
で
輝
く
、
大
田
区
の
技
術
―
。

大
田
工
業
連
合
会
（
以
下
、
当
会
）

と
大
田
区
、
大
田
区
産
業
振
興
協
会

が
主
催
す
る
大
田
区
加
工
技
術
展
示

商
談
会
２
０
２
３　
〜
Ｏ
ｎ
ｅ 

ｆ
ｏ

ｒ 

ａ
ｌ
ｌ
，Ａ
ｌ
ｌ　
ｆｏ
ｒ　
ｏ
ｎ
ｅ

〜
が
９
月
８
日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

Ｐ
ｉ
Ｏ
１
階
大
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
昨
年
は
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

Ｐ
ｉ
Ｏ
の
１
階
大
展
示
ホ
ー
ル
が
耐

震
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
会
場
を
東
京

都
立
六
郷
工
科
高
校
の
体
育
館
に
変

更
し
た
為
、
２
年
ぶ
り
の
ホ
ー
ム
開
催

だ
。
当
日
は
台
風
が
接
近
す
る
あ
い
に

く
の
天
気
だ
っ
た
が
、
８
１
２
名
が
参

加
し
た
。

当
会
関
連
企
業
か
ら
26
社
、
全
体

１
０
３
社
（
団
体
）
が
出
展
し
た
。
日

新
電
気
（
株
）
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
と
し
て
端
材
を
有
効
活
用
し
た
マ

ウ
ス
パ
ッ
ト
や
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

で
彫
刻
し
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
来
場
者
の
注

目
を
集
め
た
。

（
有
）
磐
梯
工
業
は
試
作
品
を
並
べ

「
金
型
と
プ
レ
ス
、
両
方
の
技
術
を
持

ち
、
設
計
か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し
て
で

き
る
の
が
強
み
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

（
株
）
弘
機
商
会
は
新
製
品
で
あ
る

ス
ピ
ン
カ
シ
メ
機
を
展
示
。
軸
が
ぶ
れ

て
偏
心
す
る
機
構
を
使
い
、
プ
レ
ス
カ

シ
メ
機
の
８
分
の
１
の
力
で
カ
シ
メ
る

こ
と
が
可
能
。
ワ
ー
ク
に
与
え
る
負
荷

も
、
電
力
消
費
量
も
少
な
く
て
す
む
。

説
明
員
の
酒
井
麻
梨
子
さ
ん
は
、「
機

械
の
サ
イ
ズ
の
小
さ
さ
に
び
っ
く
り
さ

れ
る
来
場
者
が
い
た
。
組
み
立
て
屋
さ

ん
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」と
語
っ
た
。 

特
別
講
演
は
（
株
）
村
田
製
作
所 

通
信
・
セ
ン
サ
事
業
本
部　
Ｉ
ｏ
Ｔ

事
業
推
進
部
ｍ‒

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
企
画
開
発
課
の
郷
間
真
治
氏

が
つ
と
め
、
製
造
現
場
に
お
け
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
化
と
改
善
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ
活
用

事
例
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

大田区より

インフルエンザ予防接種費用助成事業を実施しています！

◉ 6 5 歳以上の方等への助成

◉お子様への助成

詳細情報は大田区ホームページで
ご確認ください。右記の二次元コードから
アクセスできます。

問合先  ：  大田区保健所感染症対策課
電　話  ：  03-5744-1263
F  A  X   ：  03-5744-1524

会場風景

来場者を出迎える磐梯工業ブース

接種日現在、生後6か月以上１５歳（中学校３年生相当）以下の大田区民
【助成回数】

（１）生後6か月歳以上１３歳未満  ２回まで　　（２）１３歳以上１５歳（中学生３年生相当）以下１回まで

接種１回につき1,000円の費用が助成されます。
※予診票兼助成申請書は、区内実施医療機関に備え付けてあります。

対象者

   （１）接種日現在、６５歳以上の大田区民

   （２）接種日現在、６０歳以上６５歳未満で、法令で定められている方
【助成回数】

１人あたり１回無料

対象者

小児インフルエンザ 高齢者インフルエンザ

※対象となる方へ令和5年9月26日に予診票を発送しました。
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大
田
区
と
大
田
工
業
連
合
会
は
10
月
21
日
、

東
京
都
品
川
区
の
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専

門
学
校
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
秋
の
ロ
ボ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
カ
ー
の
製
作
と
専
用
ソ
フ
ト

の
操
作
を
通
じ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
。
大
田
区
在
住
在
学
の
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
が

対
象
で
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
20
名
が
参
加
し
た
。

指
導
役
は
同
校
の
浅
川
澄
人
先
生
、
高
専
の
５

年
生
た
ち
が
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

 　
会
の
冒
頭
、
大
田
工
業
連
合
会
の
西
川
恭
子

事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ
。「
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い

る
大
田
区
は
も
の
づ
く
り
の
町
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
日
、
勉
強
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
は
も
の
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
、

大
田
区
の
も
の
づ
く
り
を
さ
ら
に
高
め
て
く
れ

る
方
が
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　
午
前
中
、
子
供
た
ち
は
自
宅
か
ら
持
っ
て
き
た

工
具
を
使
い
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ(

コ
ロ
ボ
ラ
イ
ト)

」
を
組
み
立
て

た
。
同
キ
ッ
ト
は
光
セ
ン
サ
ー
と
モ
ー
タ
ー
を

２
個
搭
載
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ロ
ボ
ッ
ト
。
コ

ネ
ク
タ
ー
の
差
し
替
え
だ
け
で
セ
ン
サ
ー
位
置

を
変
更
で
き
、障
害
物
検
出
カ
ー
、床
検
出
カ
ー
、

ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
カ
ー
と
し
て
制
御
を
楽
し
め

る
の
が
特
徴
だ
。
タ
イ
ヤ
に
シ
ャ
フ
ト
を
差
し

込
む
の
が
や
や
難
し
く
、
金
槌
を
使
う
ト
ン
ト

ン
と
い
う
音
が
響
い
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
が
で
き
あ
が
る
と
、
パ
レ
ッ

ト
Ｉ
Ｄ
Ｅ
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
、
ロ

ボ
ッ
ト
カ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
進
ん
だ
。

障
害
物
競
走
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
の

動
作
確
認
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰

り
返
す
。
先
生
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
て

セ
ン
サ
ー
の
感
度
や
モ
ー
タ
ー
の
回
転
ス
ピ
ー

ド
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
、ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー

が
う
ま
く
走
る
よ
う
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
の
顔

に
は
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
が
浮
か
ん
だ
。

先生の指導を受けつつ、ロボットを組み立てる

一所懸命、トライアンドエラー！ 西川事務局長の話を聞く子供たち

やさしい図面の見方講座（2回目）
当講座では、日本工学院専門学校様のご協力をいただき、図面の役割、投影の方法各種記号など図面を見る上で基礎となる知識を習得します。
日   　　 時  令和6年2月13日(火)・14日(水)・15日(木)・19日(月)・20日(火)（全5日間）※講座時間はいずれも、午後6時30分～9時30分
対  象  者  金属加工業や機械工業等に従事し、図面に関する基礎的な知識の習得を必要とする方
 ※原則として大田区在住または在勤の方を対象とします。
会   　　 場 日本工学院専門学校　蒲田キャンパス 大田区西蒲田5-23-22　（JR蒲田駅西口より徒歩3分）
講   　　 師  日本工学院専門学校　岡崎先生 他
定   　　 員 30名（抽選制）
受  講  料  会員：5,０００円 ・ 非会員：6,０００円 (いずれも教材費等込)
申 込 〆 切  令和6年1月19日（金）
申込・問合せ先 

一般社団法人 大田工業連合会事務局　TEL：03-3737-0797　FAX：03-3737-0799

ホームページよりお申し込みください　ホームページ　https://ootakoren.com/　  
FAXでの申込希望の方はホームページより申込書をダウンロード又はお問合せください

　　 　 　I o T 基 礎 L a b . f o r  J u n i o r
秋のロボットセミナー i n
都立産技高専 開催


